
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)  第 91 号          社 協 み い り              令和 4 年 7 月 1 日 

 

 
三入社協は「救急医療情報キット」の配布を平成 22 年より取組んで約 10 年が経過します。 
配布した実績は 550 戸余りあり、これは全戸数の 26％になります。 
当初は 75 歳以上の方と健康に不安のある方を対象に配布しましたが、 
現在は希望される方すべてに配布しています。 
 
【救急医療情報キットを用意する目的】 
 急病で救急車を頼んだ時に、キット内容が救急隊員の初期対応に役立つほか、 
併せて医療情報が搬送先の医師に届くことによって、救命治療に役立てることを 
目的としています。         
   
【情報キットに入れるもの】 
① 緊急安心カード (かかりつけ医、持病、服用中の薬剤情報、緊急連絡先 

などを記入します。) 
② 健康保険証(写し)  
③ 現在使っている診察券(写し) 
④ 写真(本人が確認できるもの 免許証などの写し) 

情報キット(筒)は冷蔵庫内で保管することにしています。 
 

【申込みの方法】 
お住まい地区の福祉協力員又は町内会長さんにお申込みください。 
情報キットの料金は 200 円のご負担をお願いしています。 

「救急医療情報キット」のすすめ   

救急キット 本体 

玄関内側にシール 

冷蔵庫の中に本体／外側にシール 

発行部数 2 , 400 部 

【 編  集 発 行 】〒731－0211 広島市安佐北区三入５丁目１５番９号三入公民館１階 

・三入地区社会福祉協議会 ・広 報 委 員 会    ＴＥＬ・ＦＡＸ・082‐818‐7337 

・社協みいり(原紙カラー)は安佐北社協：地区社協の広報誌＆三入学区連合自治会で検索 

第９１号 

2022 年 7 月 

 

 

 

 

 

・目次       １ページ ： 救急医療情報キット、   Ｒ３年度決算報告        ２ページ：三入社協役員名簿  

３ページ：みいりの歴史と史跡～紹介ふたたび～     ４ページ：福祉推進委員便り、おくやみ、愛の灯 

   

 

 

 

三入地区社会福祉協議会／令和３年度決算 

１,３０１,８５２円 

負担金収入    

4,800 円 

収入の部 

寄付金収入 
157,000 円(12％) 

区社協助成金

396,470 円(31％) 

事務費  
105,774 円(12％) 

区社協会費 
105,810 円(12％) 福祉事業費    

179,584 円(21％) 

広報費  
22,500 円(3％) 

会議費 
16,376 円(2％) 

負担金 
17,590 円(2％) 

電話料入 
80 円 

団体助成金

25,000 円(3％) 

繰り出し金  
50,000(6％) 

支出の部 

前年度繰越金 
451,396 円(35％) 

賛助会費 
84,000 円(6％) 

雑収入 
6 円 

災害義援金 
20,000 円(2％) 

会費収入 
208,100 円(16％) 

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費

316,160 円(37％) 

８５８,７９４円 

次年度繰越金 ４４３,０５８円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  第 91 号          社 協 み い り              令和 4 年 7 月 1 日 

☆折出 純 子（南原七十三石）◌ 

下
原 

 

貞
子
（
南
原
上
組
） 

岩
田 

 

節
子
（
南
原
中
組
） 

杉
野
美
恵
子
（
南
原
中
組
） 

 

会 

長 

佐
々
木
和
治
（
下
町
屋
７
区
）
町
内
会
連
合
会
顧
問 

副 

会 

長 

寺
山
ル
ミ
子
（
上
町
屋
安
佐
可
台
）
福
祉
協
力
員
部
会
長 

山
田 

善 

伸
（
下
町
屋
６
区
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
部
会
長 

横
田 

正 

幸
（
桐
原
18
区) 

広
報
編
集
会
議
議
長 

山
口 

卓 

壮
（
南
原
七
十
三
石) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長 

地
域
福
祉
推
進
委
員 

竹
田 

愛 

子 

（
桐
原
19
区
）
桐
原
地
区
理
事
兼
務 

 

理 

事 

 

末
永 

次
夫 

（
上
町
屋
1
区)

上
町
屋
連
合
町
内
会
会
長 

 

正
図  

正 

暁 

（
上
町
屋
１
区) 

上
町
屋
連
合
町
内
会 

松
浦 

章
子 

（
上
町
屋)

上
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

岡
田   

豊    

（
下
町
屋
8
区)

下
町
屋
町
内
連
合
会
会
長 

観 
 

芳 

子 

（
下
町
屋
10
区)

下
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

新
木 

信 

博  

（
桐
原
19
区) 

桐
原
自
治
会
連
合
会
会
長 

下
谷 

洋 

子 

（
桐
原
15
区) 

三
入
女
性
会
会
長 

松
本 

雅 

子 

（
桐
原
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

民
生
児
童
委
員 

沖
野 

鈴 

夫 

（
南
原
上
組) 

南
原
自
治
会
会
長 

稲
田 

博 

之 

（
南
原
中
組) 

民
生
・
児
童
委
員 

河
野 

和 

子  (

南
原
七
十
三
石)

南
原
地
区
女
性
会
代
表 

監 

事 市
岡 

敏
夫 

（
下
町
屋
睦
）
町
内
会
連
合
会 

山
之
内
正
己 

（
桐
原
18
区
）
自
治
会
連
合
会  

常
務
理
事 

会
計 

山
田 

一
孝 

（
下
町
屋
６
区
） 

 

部
村
登
希
雄
（
上
町
屋
１
区
） 

州
浜 

健
自
（
上
町
屋
２
区
） 

坂
本 

敏
治
（
上
町
屋
３
区
） 

大
下 

正
幸
（
上
町
屋
４
区
） 

谷
口 

大
治
（
上
町
屋
５
区
） 

中
山 

昭
司
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

越
道 

慶
幸
（
上
町
屋
安
佐
可
台
） 

石
原 

基 
 

（
下
町
屋
６
区
） 

山
田 

宏
冶
（
下
町
屋
7
区
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
伏 

和
行
（
下
町
屋
馬
場
） 

三
上 

敏
司
（
下
町
屋
睦
） 

中
山 

富
広
（
下
町
屋
８
区
） 

沖 
 
 

武
志
（
下
町
屋
９
区
） 

田
辺 

一
典
（
下
町
屋
１０
区
） 

沼
田 

邦
明
（
下
町
屋
１１
区
） 

未
定 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

中
山 

龍
弥
（
下
町
屋
１２
区
） 

内
藤 

輝
雄
（
下
町
屋
１３
区
） 

  

山
手 

 

里
美
（
下
町
屋
８
区
） 

黒
田 

 

芳
文
（
下
町
屋
８
区
） 

仁
川
美
由
貴
（
下
町
屋
８
区
） 

沖
田 

秀
明
（
下
町
屋
９
区
） 

小
笹 

 
 

操 

（
下
町
屋
10
区
） 

梶
田 

 

直
子
（
下
町
屋
10
区
） 

沼
田 

邦
昭
（
下
町
屋
11
区
） 

不
在 

 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

中
山 

龍
弥
（
下
町
屋
12
区
） 

内
藤 

輝
雄
（
下
町
屋
13
区
） 

 

 

池
田 

秀
行
（
下
町
屋
６
区
） 

熊
谷 

 

栄
子
（
下
町
屋
６
区
） 

川
崎 

晴
美
（
下
町
屋
７
区
）

隅
田 

義
治
（
下
町
屋
７
区
） 

谷
川 

有
未
（
下
町
屋
７
区
） 

紙
川 

俊
士
（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

宮
中 

頼
克
（
下
町
屋
睦
） 

 

【
下
町
屋
地
区
】（
十
八
名
） 

（
令
和
４
年

４

月
現
在
） 

 

正
岡 

久
枝
（
桐
原
15
区
） 

宮
本 

英
二
（
桐
原
18
区
） 

（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

竹
田 

 

愛
子
（
桐
原
19
区
） 

(

丸
小
山
自
治
会) 

山
本 

町
子
（
高
松
町
内
会
） 

松
本 

雅
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

平
野
ゆ
か
り
（
桐
原
17
区
） 

不
在 

 
 

（
桐
原
20
区
） 

十
時
美
由
紀
（
桐
原
21
区
） 

中
和 

 

知
子
（
桐
原
21
区
） 

（
桐
原
21
区
下
組
） 

棟
久 
玲
子
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

(

中
応
寺
自
治
会) 

野
田 

尚
子
（
桐
山
自
治
会
） 

 

【
桐
原
地
区
】（
十
一
名
） 

【
南
原
地
区
】（
七
名
） 

【
下
町
屋
地
区
】(

十
一
名
） 

平
野 

和
治
（
中
応
寺
自
治
会
） 

平
野 

秀
隆
（
桐
原
１７
区
） 

西
元 

茂
樹
（
桐
山
自
治
会
） 

宮
本 

英
二
（
桐
原
１８
区
） 

白
石
佳
一
郎
（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

杉
野 

孝
幸
（
高
松
町
内
会
） 

玉
田 

将
樹
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

牛
嶋 

賢
司
（
桐
原
１９
区
） 

橋
本 

信 

（
丸
子
山
自
治
会
） 

木
下 

隆 

（
桐
原
２０
区
） 

藤
井 

了 

（
桐
原
２１
区
） 

矢
田 

正
治
（
桐
原
２１
区
下
組
） 

【
桐
原
地
区
】（
十
四
名
） 

 

【
南
原
地
区
】（
四
名
） 

◆
三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員 

  
大
上 

 
正
司
（
上
町
屋
１
区
） 

清
水 
佳
澄
（
上
町
屋
２
区
） 

三
宅 

博
之
（
上
町
屋
３
区
） 

大
塚 

繁
夫
（
上
町
屋
４
区
） 

佐
々
木
常
義
（
上
町
屋
５
区
） 

岩
本 

 

智
之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

重
河 

 

素
文(

上
町
屋
安
佐
可
台) 

 

常
務
理
事 

事
務
局
長 

西
本 

勝 

則  (

上
町
屋
１
区)  

常
務
理
事 

福
祉
協
力
員
事
務
局 

池
田 

憲 

二
（
下
町
屋
７
区
） 

常
務
理
事 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
務
局 

椿  

稔 

治
（
上
町
屋
４
区
） 

常
務
理
事 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局 

齋
木  

信  

（
下
町
屋
７
区
） 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

西
原
佐
登
子
（
南
原
下
組
） 

助
信 

朱
美
（
南
原
下
組
） 

河
野 

 

和
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

上
坊 

 

英
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

正
畑 

 

忠 
 

（
桐
原
１５
区
） 

渡
辺 

暘
二
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

下
原 

 

幸
徳
（
南
原
上
組
） 

廣
本 

哲
史
（
南
原
中
組
） 

安
平 

國
男
（
南
原
下
組
） 

上
坊 

重
夫
（
南
原
七
十
三
石
） 

黒
田 

芳
文
（
公
衛
協
会
長
） 

 
 
 
 
 

（
体
育
協
会
会
長
） 

保
田 

 

博 

（
自
主
防
災
会
副
会
長
） 

的
場 

 

幸
雄
（
防
犯
組
合
会
会
長
） 

瀧
本 

 

光
浩 

（
青
少
協
会
会
長
） 

神
田
光
太
郎 

（
子
ど
も
育
成
会
会
長
） 

木
野
下
亮
次
（
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
） 

 
 

岡
崎 

  

環
（
交
通
安
全
協
会
支
部
長
） 

宮
下 

一
基
（
消
防
団
三
入
分
団
長
） 

山
本 

誠
司 

（
小
学
校
PTA
会
長
） 

濱
内 

昭
成 

（
中
学
校
PTA
会
長
） 

【
他
団
体
代
表
】
（
十0

名
） 

☆ ☆ 

☆ 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

☆
太
字
は
地
区
代
表 

○
福
祉
協
力
員(

四
十
三
名) 

○
代
議
員(

四
十
六
名) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
安
時
代
中
期
に
、
倭
名
類
聚
抄
（ワ
ミ
ョ
ウ
ル
イ
ジ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
）と
い
う
大
百
科
事
典
に
弥

理
（ミ
リ
）郷
と
い
う
地
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
安
芸
の
地
域
で
、
11
の
郷
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
中
で
、
漢
弁
（カ
ン
ベ
）郷
の
可
部
と
弥
理
郷
の
三
入
だ
け
が
現
在
の
地
名
と
一
致
し
て
い
る
と

可
部
町
史
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

弥
理
で
は
な
く
三
入
と
い
う
文
字
で
当
地
域
が
表
さ
れ
て
い
る
最
初
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
社

領
と
し
て
１
１
５
８
年
（保
元
3
年
）に
「三
入
保
」と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
芸
藩
通
史
で
は
、
上

原
（現
在
の
可
部
東
）ま
で
が
三
入
に
含
ま
れ
る
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時

代
に
幕
府
の
強
い
政
策
に
よ
り
、
村
の
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
明
治
ま
で
続
く
厳
重
な
村
名
が

決
め
ら
れ
、
上
町
屋
村
、
下
町
屋
村
、
桐
原
村
、
南
原
村
と
な
り
三
入
の
地
名
は
必
要
が
無
く
な

り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
１
８
８
９
年
（明
治
22
年
）に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
入
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
三
入
神
社
の
名
を
と
っ
て
三
入
村
と
し
た
、
と
可
部
町
史
に
記
述
さ 

れ
て
お
り
、
三
入
と
い
う
地
名
が
復
活
し
、
江
戸
時
代
の
村
の
名
前
は
大
字 

（オ
オ
ア
ザ
）名
と
し
て
残
り
ま
し
た
。 

１
９
５
５
年
（昭
和
30
年
）
3
月
31
日
に
可
部
町
と
合
併
し
て
、
再
び
三
入
の 

地
名
は
消
え
て
可
部
町
大
字
下
町
屋
と
い
っ
た
地
名
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
１
９
８
６
年
（昭
和
61
年
）
2
月
10
日
に
、
街
区
表
示
制
度
が
実
施
さ 

れ
三
入
の
地
名
が
ま
た
復
活
と
な
り
三
入
、
三
入
東
、
三
入
南
と
な
り
ま
し
た
。 

 (3) 第 91 号        社 協 み い り                令和 4 年 7 月 1 日 

赤い点線の内側が 

今の三入じゃな 

『三
入
の
歴
史
を
学
ぶ
会
』 

よ
り
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

三
入
の
歴
史
と
史
跡 

～
紹
介
ふ
た
た
び
～ 

私
達
が
現
在
住
ん
で
い
る
こ
の
三
入
に
は
、
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
の
か
を
皆

様
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

以
前
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
『再
び
』『違
う
視
点
で
』

お
届
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

今
回
は
、
『三
入
』と
い
う
名
称
に
つ
い
て
で
す
。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1582525188/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9rdW1hbW90b2RlbnRldHN1LmJsb2dzcG90LmNvbS8yMDE5LzA5LzIwMTlfNzMuaHRtbA--/RS=^ADBG.UFTlCeW.kDtnZcJHarqwwgqao-;_ylt=A2Riol6EGVJe4VIAEA6U3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1582524501/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGludGVyZXN0LmpwL3plbmd5b3V0b3NoaS9idWRkaGlzdC1pbGx1c3RyYXRpb24v/RS=^ADBkbU2EX_VJdM4s8D59PSBz7.VJ.I-;_ylt=A2RivcXVFlJeSHAAySSU3uV7
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愛 

の 

灯 

 (4) 第 91 号        社 協 み い り                令和 4 年 7 月 1 日 

三
入
地
域
福
祉
推
進
員 

便
り 

三
入
福
祉
推
進
委
員 

竹
田 

愛
子 

『「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と
』 

 

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
各

国
首
脳
ら
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
良
い
世

界
を
目
指
そ
う
と
す
る
国
際
社
会
共
通
の

目
標
で
す
。 

「
持
続
可
能
」
と
は
、
私
達
人
類
が
此
の

地
球
で
安
定
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
指
し
て
お
り
貧
困
や
飢
餓
、
経
済
成

長
、
気
候
変
動
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
21

世
紀
の
世
界
が
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
を

包
括
的
に
解
決
し
よ
う
と
17
の
目
標
を

設
け
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

横
文
字
の
苦
手
な
サ
ロ
ン
桃
の
里
の
私

た
ち
で
す
が
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

み
ん
な
で
学
び
行
動
に
移
そ
う
と
四
月
の

活
き
活
き
サ
ロ
ン
で
早
速
古
新
聞
の
有
効

活
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

初
め
は
「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も

な
い
」
と
苦
心
し
ま
し
た
が
、
段
々
と
楽

し
く
な
り
広
告
紙
で
菓
子
箱
、
古
新
聞
で

便
利
な
大
小
の
ゴ
ミ
袋
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

五
月
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

を
使
い
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
の
ホ
ウ
酸
団
子
を 

上
町
屋 

 

寺
山
ル
ミ
子 

西
本 

勝
則 

椿 
 

稔
治 

 

大
塚 

純
子 

天
野 

初
子 

下
町
屋 

佐
々
木
和
治 

山
田 

善
伸 

池
田 

憲
二 

齋
木 

 

信 
 
 

谷
本 

順
子 

山
田 

一
孝 

桐 

原 

横
田 

正
幸 

竹
田 

愛
子 

 

松
本 

雅
子 

南 

原 

山
口 

卓
壮 

稲
田 

博
之  

河
野 

和
子 

社
協
み
い
り
・
編
集
委
員 

（
令
和
3
年
12
月
19
日
か
ら 

令
和
4
年
6
月
20
日
現
在
） 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
生
前
の
お
も

か
げ
を
偲
び
つ
つ
、
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

三
入
地
区
社
協
へ
の
ご
寄
付 

次
の
方
か
ら
善
意
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。
地
域
の
社
会
福
祉
事
業
に
対

す
る
ご
理
解
、
な
ら
び
に
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

               

南 

原 

河
原 

哲
郎 

 

様 

上
町
屋 

 

中
西 

博
昭 

 

様 

75
歳 

 

下
町
屋 

 

濵
井 

キ
ヌ
コ  

様 

98
歳 

下
町
屋 
 

朝
日
南
昭
英  

様 

81
歳 

下
町
屋 

 

飯
田 

菊
枝 

 

様 

89
歳 

下
町
屋 

 

池
田 

武
彦 

 

様 

79
歳 

下
町
屋 

 

岡
崎 

文
子 

 

様 

88
歳 

 

桐 
 

原 
 

縄
手 

和
幸 

 

様 

65
歳 

桐 
 

原 
 

有
本
恵
美
子  

様 

91
歳 

桐 
 

原 
 

大
下 

 

孝 
  

様 

68
歳 

桐 
 

原 
 

三
通
田
幸
三  

様 

73
歳 

桐 
 

原 
 

柴
田 

 

武 
  

様 

85
歳 

桐 
 

原 
 

榊
原 

博
明 

 

様 

69
歳 

 

南 
 

原 
 

藤
堂 

 

積 
  

様 

89
歳 

南 
 

原 
 

樫
原
八
重
子  

様 

94
歳 

南 
 

原 
 

加
藤 

金
子 

 

様 

81
歳 

南 
 

原 
 

向
井 

英
子 

 

様 

88
歳 

南 
 

原 
 

田
中 

ヤ
ヱ
子  

様 

92
歳 

南 
 

原 
 

川
原 

正
臣 

 

様 

81
歳 

南 
 

原 
 

橋
本 

ス
ミ
ヱ  

様 

90
歳 

南 
 

原 
 

荒
川 

ト
ミ
ヱ  

様 

100
歳 

上
町
屋 

 

渡
辺
ケ
イ
子 

様 

上
町
屋 

 

中
西 

佳
子 

様 

下
町
屋 

 

朝
日
南
清
子 

様 

下
町
屋 

 

池
田 

英
正 

様 

下
町
屋 

 

濵
井 

武
志 

様 

桐 

原 
 

縄
手 

裕
子 

様 

南 

原 
 

樫
原 

信
男  

様 

南 

原 
 

田
中 

豊    

様 

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え

て
心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上

に
対
す
る
深
い
ご
理
解
の
賜
物
で
あ

り
ま
す
。 

ご
厚
情
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

作
り
各
家
庭
で
活
用
し
ま
す
。 

世
の
中
の
谷
間
に
置
き
去
り
に
さ
れ

る
人
や
物
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
て
行

き
た
い
と
、
さ
さ
や
か
な
活
動
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
継
続
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

          

【
そ
も
そ
も
〝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〟
っ
て
何
？
】 

牛乳パックでペンケース 

新聞紙でゴミ入れ袋 

ゴキブリ駆除のホウ酸団子作り 

お
詫
び 

社
協
み
い
り
90
号
に
掲
載
の
賛
助
会

員
様
名
簿
に
抜
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

お
わ
び
し
て
追
記
し
ま
す
。 

【
下
町
屋
地
区
】 

蘭
楽
堂 

［
三
入
１
丁
目
１
❘
１
８
］ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
２
❘
５
７
６
❘
４
０
５
２ 

           


